
令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

○「史跡百

舌鳥古墳

群保存活

用計画」の

策定

＜事業概要＞

　史跡百舌鳥古墳群を適切に保存活用するため、「史跡百舌鳥古墳群保存

活用計画」を策定する。

＜取組実績＞

　R4：百舌鳥古墳群の適切な保存活用を行うために、「史跡百舌鳥古墳群

         保存活用計画」を策定した。

＜事業目標＞

　R4：保存活用計画の策定

【実績】

・R４で取組終了。

【評価】

・「史跡百舌鳥古墳群保存活用計画」は、史跡

百舌鳥古墳群を適切に保存活用するために策

定したものである。策定された計画を実行するこ

とにより、古墳群を確実に後世に継承し、人々が

身近で親しみやすい史跡を核とした地域振興に

も繋がっていく。

ー ー

世界

遺産

課

堺区

西区

北区

○「史跡百

舌鳥古墳

群整備基

本計画

（第2

期）」

の策定

＜事業概要＞

　歴史文化都市として本市の魅力向上に寄与するため、「史跡百舌鳥古墳群

整備基本計画（第2期）」を策定する。

＜取組実績＞

　R4：整備基本計画策定に向け、上位計画の保存活用計画を策定した。

＜事業目標＞

　R4：外部意見聴取

　R5：計画案の作成

　R6：整備基本計画策定

・令和6年度末の計画策定に向けて、堺市百舌

鳥古墳群等史跡保存整備委員会を3回開催

し、計画案の審議を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」と

して遺産影響評価を実施する必要が

ある。

【課題に対する対応策】

・羽曳野市・藤井寺市と連携しながら

計画策定を進める。

世界

遺産

課

堺区

西区

北区

○御廟表

塚古墳の

整備

＜事業概要＞

　「国史跡百舌鳥古墳群整備基本計画（第1期）」に基づき、御廟表塚古

墳を整備する。

＜取組実績＞

　R4：準備工事を行った。

＜事業目標＞

　R4：準備工事

　R5：整備工事発注準備

　R6：整備工事

・御廟表塚古墳の史跡指定地内にある旧筒井

家住宅外門修繕工事を行ったほか、令和６年

度の工事発注に向けた準備を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・百舌鳥古墳群の一つであるが、認知

度が低いため、認知度向上に向けての

取組が必要である。

【課題に対する対応策】

・工事完了後はオープニングイベントを

行うなどPRを積極的に行う。

世界

遺産

課

北区
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資料１

世界遺産百舌鳥・

古市古墳群の保存

と活用は、生態系

の保護や自然災害

への強靭性の強化、

古墳が存在する他

の自治体との連携

等による地域振興

に貢献します。

また、市街地の中に

ある大規模な緑は、

都市の気象緩和や

豊かな景観形成に

も貢献します。

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況
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資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

■防

■地

■環

■気

■生

□オ

□ウ

1

世界遺

産百舌

鳥・古

市古墳

群の保

存と活

用

○寺山南

山古墳の

整備

＜事業概要＞

　「史跡百舌鳥古墳群整備基本計画（第2期）」に基づき、寺山南山古墳を

整備する。

＜取組実績＞

　R4：外部意見を聴取した。

＜事業目標＞

　R7：現況測量

　R8：基本設計

・寺山南山古墳の整備を検討するため、堺市百

舌鳥古墳群等史跡保存整備委員会において

現地検討会を実施し、計画平面図案を作成し

た。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・世界遺産の構成資産であるため、遺

産影響評価を実施した上で工事着手

しなければならない。

【課題に対する対応策】

・遺産影響評価にかかる時間を想定し

たスケジュール設定を行う。

世界

遺産

課

西区

○緑地保

全制度を活

用した緑地

の確保

＜事業概要＞

　南部丘陵に残された緑地（樹林地）の多くが民有地であり、それらの緑地を

維持していくため、都市緑地法や堺市緑の保全と創出に関する条例等に基づく

緑地保全制度を活用し、緑地の確保を図る。

＜取組実績＞

　R4：堺の森再生プロジェクトを実施した。

＜事業目標＞

　持続可能な里地里山環境を育み、次代に継承するため、樹林地や農地、た

め池などが一体となった緑豊かな自然環境の保全・活用により、南部丘陵エリア

の緑を育む。

・緑地保全制度の活用に向けて、堺の森再生プ

ロジェクトをリニューアルし、森林環境譲与税を活

用した「堺の森活」を学生や事業者等の協力の

もと実施した。（参加者：107名）

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・南部丘陵の緑を育むためには、緑地

保全制度を活用し、市民、学生、事

業者等との連携が必要である。

【課題に対する対応策】

・大学への働きかけ、さかいSDGs推進

プラットフォーム等の活用、関係部署と

の情報共有するなど、連携に向けて進

めていくことで、南部丘陵エリアの緑を

育み続けていく。

公園

緑地

整備

課

南区

○緑地の

維持管理、

継続保有

への支援

＜事業概要＞

　緑地保全制度により指定された緑地について、継続保有の支援（保全協力

金の支給や不法投棄対策の支援）を実施するとともに、土地所有者だけでなく

市民、事業者の協力を得ながら緑地の維持管理を進める。さらに、環境共生の

視点による人と里地里山の関わりの再生や地域の振興・活性化に寄与する緑

地の利用・活用を推進する。

＜取組実績＞

　緑地保全制度等を活用した緑地の継続保有への支援及び市民、事業者と

協力しながら維持管理を行う。

＜事業目標＞

　持続可能な里地里山環境を育み、次代に継承するため、樹林地や農地、た

め池などが一体となった緑豊かな自然環境の保全・活用により、南部丘陵エリア

の緑を育む。

・保全緑地協定5件、土地所有者に対し10円/

㎡・年（上限10万円/年）の支援を行った。

また保全緑地において、学生や事業者等と連携

しながら、里山の保全活動や里山の環境に触れ

て親しむ体験プログラムである「堺の森活」を実

施した。

・上記のとおり緑地保全制度等を活用した緑地

の継続保有への支援等を実施し、市、市民、事

業者等と協力しながら緑地の維持管理を行っ

た。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・緑地の利用・活用を推進するために

も、緑地保全制度に基づく継続保有

の支援等について円滑な運用を行う必

要がある。

【課題に対する対応策】

・関係部局と情報共有しながら、緑地

保全制度の活用を推進する。

公園

緑地

整備

課

全区
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陵の緑

の保全

と利活

用

■防

■地

■環

■気

■生

□オ

□ウ

2

南部丘陵の緑の保

全と利活用は、生

態系の保護や自然

災害への強靭性の

強化、里山管理活

動等を通じた地域

振興に貢献します。

また、CO2吸収源と

して気候変動の緩

和にも重要な役割

を担います。

2



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況
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資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

■防

■地

■環

■気

■生

□オ

□ウ

2

南部丘

陵の緑

の保全

と利活

用

○緑地保

全のための

プロモーショ

ン活動の実

施

＜事業概要＞

　市民、事業者の協力を得ながら緑地の維持管理、利用・活用の推進を図る

ため、具体的な緑地保全事業として南部丘陵の持つ緑地の価値や魅力、保全

の必要性等を広く発信するためのプロモーション活動を実施する。

＜取組実績＞

　堺の森再生プロジェクトの実施及び緑地保全の啓発看板を設置

＜事業目標＞

　市民団体、企業等への呼掛けで里山みどりの保全事業に参画した団体数

（堺の森再生プロジェクト参加団体数）

　R4：7団体

　R5：8団体

・堺の森再生プロジェクトをリニューアルし、森林

環境譲与税を活用した「堺の森活」を実施した。

（参加者：107名）

・学生や事業者等と連携しながら、里山の保全

活動や里山の環境に触れて親しむ体験プログラ

ムなどを実施した。（参画した団体数：10団

体）

・南部丘陵の持つ緑地の価値や魅力、保全の

必要性等を広く発信するために、ハーベストの丘

に緑地保全木製看板を設置した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民、大学、企業等の連携先を増や

し、プロモーション活動の充実を図る必

要がある。

【課題に対する対応策】

・大学への働きかけ、さかいSDGs推進

プラットフォーム等の活用、関係部署と

情報共有することで、連携強化に向け

て進めていく。

・事業者を対象に南部丘陵の持つ緑

地の価値や魅力を発信する取組を検

討する。

公園

緑地

整備

課

南区

○ふれあい

ビーチにおけ

る生物多様

性モニタリン

グ

＜事業概要＞

　大阪湾の湾奥部における水質改善や生物生息の場の創出のため造成した人

工海浜「堺浜自然再生ふれあいビーチ」において、環境のモニタリングとして、水

質調査・生物調査を継続的に実施する。

＜取組実績＞

　R4：水質調査実施、生物観測数35種

＜事業目標＞

　堺浜における水質改善や生物生息の場の創出

・水質調査、生物調査を実施し、スズキやモズク

ガニ等41種の生物の生息が観測された。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

ベイ

エリア

推進

担当

堺区

○市民活

動・交流空

間の形成

＜事業概要＞

　・市民などによる環境・生涯教育、自然体験活動を実施する。

　・海釣りなどのレクリエーションや大規模集客イベントなどの海辺の賑わいを創出

する。

　・海岸環境の保全に向け、ボランティア、企業などと連携した清掃活動を実施

する。

＜取組実績＞

　R4：大阪府アドプト・シーサイドプログラムの登録団体による清掃活動実施

　　　　１回

　　　：企業などと連携した清掃活動実施　１回

＜事業目標＞

　　堺浜における海辺の交流空間の形成・活性化

・日常管理を行い、良好な状態で施設を市民に

提供した。また、大阪府アドプト・シーサイドプログ

ラムの登録団体による清掃活動を８回、企業な

どと連携した清掃活動を２回実施した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

ベイ

エリア

推進

担当

堺区

3
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臨海部の水辺環境

の保全と活用は、

生態系の保護や親

水空間を活用した

地域振興に貢献し

ます。

また、CO2吸収源と

して気候変動の緩

和にも重要な役割

を担います。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況
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基本
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骨子
施策 事業目標

に対する
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資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○生物多

様性ウェブ

サイト「堺い

きもの情報

館」の運用

管理及び

活用

＜事業概要＞

　市内の生き物の生息・生育情報の集約をはじめ、多様な主体が主催する関

連イベント情報の集約・発信等、利用者の行動を促す運用管理を行う。また、

集約した情報については、外来種対策や情報発信への活用を進める。

＜取組実績＞

　R4：1573件/年

＜事業目標＞

「堺いきもの情報館」のサイト内にある「いきもの発見報告」による写真投稿件数

　R4：1,500件/年

　R5：1,500件/年

　R6：1,500件/年

　R7：1,500件/年

・「堺いきもの情報館」にサイト利用者から堺市

内の動植物の写真投稿が2,219件あり、その中

で市内で絶滅したと思われていたマルタニシや国

内で希少であるコウノトリなどの希少生物につい

ての情報を得ることが出来た。

また、集約した情報を基に関係部署に外来種の

生息状況を共有、サイト内や各種パネル展等で

堺市で見られる生き物について情報発信した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・サクラ、ウメ、モモなどのバラ科の樹木

を枯死させる外来種であるクビアカツヤ

カミキリの目撃情報が増えている。

【課題に対する対応】

・クビアカツヤカミキリの危険性をサイト

内で情報発信する。

環境

共生

課

全区

○外来生

物啓発イベ

ントの実施

＜事業概要＞

　外来種問題について市民が認識し、新たに外来種を広げないようにするため、

駆除イベントの実施や「堺いきもの情報館」のネットイベントなどで情報発信を行

う。

＜取組実績＞

　R4：2回/年

＜事業目標＞

　侵略的外来種の防除または外来種に関する啓発活動の実施。

　R4：事業は実施しているが、目標設定はしていない。

　R5：5回/年

　R6：5回/年

　R7：5回/年

・R5年度は小中学生を対象に実地でイベントを

行うなど、啓発活動を7回行った。外来種に関す

る情報を発信することで、外来種問題について

市民意識の向上に繋がった。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

環境

共生

課

全区

1-2

身

近

な

緑

を

守

り

活

か

し

ま

す

□防

□地

□環

□気

■生

□オ

□ウ

5

保存樹

木等の

保全

○指定樹

木、樹林の

維持

○樹木医

等の派遣

＜事業概要＞

　「堺市緑の保全と創出に関する条例」に基づき、保存樹木等の保全に必要な

支援等を行う。保存樹木等の維持管理の手法について樹木医の派遣等により

アドバイスを行う。

＜取組実績＞

　保存樹木の所有者に対し、必要に応じて助言を行った。

＜事業目標＞

　健全な環境の保持及び向上を図る必要があると認める個人が所有する樹

木・樹林の適切な維持管理への支援。

・保存樹木の所有者に対して、保存樹木の適

切な維持管理の手法について、適宜、樹木医の

意見等を参考にアドバイスを行った。

（支援件数）

○R5：3件

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・指定から年数が経っており保存樹木

等の老木化、巨木化等による維持管

理に関する相談が増加傾向にある。

【課題に対する対応】

・樹木医等の専門家を派遣することで

適切な助言を行う。

公園

緑地

整備

課

全区

1-1

緑

の

骨

格

を

守

り

ま

す

 

 

ふ

る

さ

と

堺

を

代

表

す

る

緑

を

守

り

ま

す

1

生物多

様性の

保全

4

□防

□地

■環

□気

■生

□オ

□ウ

生物多様性の保全

は、豊かな自然環

境や生態系の保全

に貢献します。

保存樹木等の保全

は、身近な生き物の

生息空間の確保に

貢献します。

4



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○市民農

園の開設

支援

＜事業概要＞

　市民が農にふれあう機会の拡大と農地の遊休化を防止するため市民農園の

整備に対する支援を行う。

＜取組実績＞

　R4：市民農園の新規開設　3園

＜事業目標＞

　市民農園の新規開設　3園/年又は100区画/年

・市民農園の開設に関する相談受付や制度に

関する情報提供により、市民農園の新規開設

が2園あった。市民農園を開設することで、市民

が農にふれあう機会の拡大と農地の遊休化の防

止に繋がった。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・農園開設希望の相談はあるが、農地

の面積、場所等により開設まで至らな

い。

【課題に対する対応】

・市民農園開設事業者に対し農園開

設経費の補助を行う。

・市民農園開設相談に対応。

農水

産課
全区

○新規生

産緑地の

指定

＜事業概要＞

　市街化区域内の農地について、所有者等からの申請に基づき、生産緑地地

区の指定を行う。

＜取組実績＞

　R4：約0.32ha(8筆)を新たに生産緑地地区に指定した。

＜事業目標＞

　生産緑地の指定に関する手続きについて、周知する。

・約0.36ha(8筆)を新たに生産緑地地区に指

定した。

・堺市ホームページにて生産緑地の制度に関す

る情報を掲載したり、窓口に相談に来られた際

はパンフレットを渡すなど、生産緑地の指定に関

する手続きについて周知を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・生産緑地の主たる従事者の農業従

事不可能等が理由で、土地所有者が

買取申出を行い、生産緑地の行為制

限が解除されることにより、生産緑地

地区の面積が減少傾向にあること。

【課題に対する対応策】

・引き続き、堺市ホームページや相談に

来られた方へのパンフレットの配布等に

より、制度の周知を行う。

都市

計画

課

全区

6

農空間

の保全

と活用

ふ

る

さ

と

堺

を

代

表

す

る

緑

を

守

り

ま

す

1 1-2

身

近

な

緑

を

守

り

活

か

し

ま

す

□気

■生

□オ

□ウ

■防

■地

■環

○特定生

産緑地の

指定

＜事業概要＞

　生産緑地地区指定後30年経過を迎える生産緑地について、所有者等から

の申請に基づき、特定生産緑地の指定を行う。

＜取組実績＞

　R4：20.56ha(347筆)を新たに特定生産緑地に指定した。また、特定

　　　　 生産緑地への指定に向けてH6,H7指定の生産緑地所有者計46名

        　に対し制度周知を行った。

＜事業目標＞

　指定後30年を迎える生産緑地について、特定生産緑地への指定に向け、所

有者に対し周知を行う。

・0.55ha(9筆)を新たに特定生産緑地に指定

した。

また、特定生産緑地への指定に向けて所有者に

対し周知を行った。

<制度周知スケジュール>

4月：H8指定の生産緑地所有者6名を対象に

制度リーフレット及び受付案内文を送付。

9月：H6指定の生産緑地のうち特定生産緑地

の指定申出が出されていない方25名を対象に

意向調査を行った。

11月：H7指定の生産緑地のうち特定生産緑

地の指定申出が出されていない方9名を対象に

制度リーフレット及び受付案内文を送付。

1月：9月に行った意向調査で意向未提出者

12名を対象に簡易書留で申出期間を過ぎると

指定できない旨の通知を行った。

2月：意向不明者へ電話等で個別連絡を行っ

た。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・制度周知を行っており、対象の9割は

特定生産緑地に指定しているが、一

定数は30年経過を理由に買取申出

を行い、生産緑地を解除する意向があ

ること。

【課題に対する対応策】

・引き続き、制度対象者に対して案内

文を送付するほか、申し出の最終年度

には意向調査や、必要に応じて電話

等で個別に連絡を行い、制度周知を

行う。

都市

計画

課

全区

農空間の保全と活

用は、生態系の保

護や自然災害への

強靭性の強化、農

とのふれあいを通じ

た地域振興に貢献

します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

1

ふ

る

さ

と

堺

を

代

表

す

る

緑

を

守

り

ま

す
1-3

人

と

生

き

物

に

配

慮

し

た

緑

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

形

成

を

進

め

ま

す

□防

□地

■環

□気

■生

□オ

■ウ

7

水と緑

のネット

ワークの

構築

○生物多

様性を向上

させる緑地

の創出

＜事業概要＞

　堺市宅地開発などに関する指導基準に基づく緑化指導や緑地協定制度の

活用により、民有地における緑化を促進する。

＜取組実績＞

　広場等の緑地を確保できるよう指導基準に基づき指導を行った。

＜事業目標＞

　民間の開発行為に伴う広場等の設置について、基準に基づき、広場等の緑

地が確保されるよう指導

・民間の開発行為に伴う広場等の設置につい

て、基準に基づき、広場等の緑地が確保される

よう指導を行った。

（開発緑化実績）

R5：103件　35,348.32㎡

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・広場等の緑地の確保について、緑の

質の維持・向上に重点を置いた緑地

等の指導を行う必要がある。

【課題に対する対応策】

・接道部の緑化や壁面緑化を案内し

視認性を高める緑地等の確保を促

す。

公園

緑地

整備

課

全区

○堺市都

市計画公

園整備プロ

グラムの策

定と、プログ

ラムに基づく

事業推進

＜事業概要＞

　未着手区域が全域又は一部存在する都市計画公園を対象に、限られた予

算の中で整備の優先度を検討し、効果的・効率的に事業を進めるための「堺市

都市計画公園整備プログラム」を策定し、都市公園の整備を推進する。

＜取組実績＞

　R4：プログラムの策定に向け、再度現地を確認し、優先度の検討方法

　　　   について庁内委員会を実施、庁内合意を図った。

＜事業目標＞

　R4：プログラム策定に向けた再現地踏査、庁内の合意形成を図る

　R5：年度内のプログラム策定に向けた庁内調整

　R6：上半期中のプログラム策定に向けたパブリックコメント実施

　R7以降：プログラムに基づく都市公園事業の推進

  

・堺市都市計画公園整備プログラムの策定に向

けた庁内手続きを進めるために、プログラムの説

明等の庁内調整を行った。

2　計画

が遅れて

いる

【課題】

・プログラムの内容を理解してもらうため

の十分な説明時間が確保できていな

かった。

【課題に対する対応】

・関係各所への勉強会を実施し、詳細

な説明を行った。理解が不十分な部

分については、再度、説明を行った。

公園

緑地

整備

課

全区

○水賀池

公園の再

整備

＜事業概要＞

　深井駅周辺の地域活性化を図るため、水賀池公園の機能強化と、土地利

用転換（民間活力の導入）による公園と商業・サービス・居住などの多様な機

能が一体となった中区のシンボルとなる施設を整備し、多様な世代が集い交流

する賑わいを創出します。

＜取組実績＞

　R4：  7月　深井駅周辺地域活性化事業基本構想を策定・公表

 　   ：12月　水賀池公園整備基本計画を策定・公表

　　  ：   3月　水賀池公園整備事業　事業実施方針を策定・公表

＜事業目標＞

　民間活力を導入し公園と多様な機能が一体となった施設整備により賑わいを

創出する。

・深井駅周辺地域活性化の拠点となる水賀池

公園の民間活力導入による施設整備等に向

け、令和5年5月に公募型プロポーザルによる事

業者募集を開始し令和5年12月に優先交渉

権者を選定。

令和6年3月に基本協定を締結し事業者を確

定した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・地元の合意形成が必要となる。

【課題に対する対応】

・深井駅周辺地域活性化の拠点とな

る水賀池公園の令和9年度の施設

オープンに向け、地元に対し施設等に

関する説明を行い合意形成を図る。

中区

役所

深井

駅周

辺地

域活

性化

推進

室

中区

8

■オ

□ウ

2

身近な

公園・

緑地の

整備

□気

■生

■防

■地

■環

地

域

に

愛

さ

れ

利

用

さ

れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-1

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

水と緑のネットワーク

の構築は、エコロジ

カルネットワークの形

成や、居心地がよく

歩きたくなるウォーカ

ブルなまちづくりに貢

献します。

身近な公園は、生

き物の生息場所に

なるとともに、災害

時の避難場所や地

域コミュニティ形成の

場として機能します。

また都市公園等は、

テレワーク、テイクア

ウト販売への活用と

いった市街地におけ

る多様な活用に資

するオープンスペース

になります。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

〇市民緑

地の新規

指定

＜事業概要＞

　「都市緑地法」及び「堺市緑の保全と創出に関する条例」に基づき、土地等の

所有者が自らの土地を提供し、緑地又は緑化施設として使用できる制度である

市民緑地制度を促進する。

＜取組実績＞

　R4：市民緑地制度についてHP等にて普及啓発を行った。

＜事業目標＞

　市民緑地制度を普及啓発し、緑の保全と創出を推進する。

・引き続き、市民緑地制度についてHP等にて普

及啓発を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民緑地制度の活用に向けて、より

効果的な普及啓発を行う必要があ

る。

【課題に対する対応】

・ホームページやSNS等を活用し、適

宜情報発信を行う。

公園

緑地

整備

課

全区

〇新金岡

地区活性

化推進

（新規）

＜事業概要＞

　新金岡地区の活性化に向け、地区内の計画的な住機能更新による活用地

の創出や公園・緑の豊かな資源を活用した魅力的な空間形成の推進によって、

生活環境の魅力向上に取り組む。

＜事業目標＞

　R6：新金岡地区活性化推進プランの策定
・新金岡地区活性化推進室を設置し、市の方

向性を示すプラン策定に向けて検討を進めた。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・プラン策定や活用地の土地利用にあ

たっては、団地の管理者である大阪

府、大阪府住宅供給公社、UR都市

機構との合意形成や、地域住民等の

意見を丁寧に聴くことが必要である。

【課題に対する対応策】

・大阪府、大阪府住宅供給公社、UR

都市機構や地域住民へ丁寧に説明、

協議を実施し、合意形成を図りながら

プランの作成に取り組む。

北区

役所

新金

岡地

区活

性化

推進

室

北区

2

○堺市パー

クマネジメン

ト計画に基

づく取組の

推進①【守

り活かし育

てる】

＜事業概要＞

　都市公園の持つ豊かな自然環境、美しい景観、防災としての空間、様々な

歴史・文化資源を守りながら、すべての人が安全・安心で快適に利用できるよう

都市公園の魅力向上を推進する。

＜取組実績＞

　R4：公園施設等の健全度調査実施（1,029施設）

　　  ：公園施設の改修工事（11件）

＜事業目標＞

　R4以降：定期的な公園施設の健全度調査実施

　　　　    ：公園施設長寿命化計画に基づく公園施設の改修の実施

・公園施設長寿命化計画に基づく公園施設

（園路、休養施設、遊戯施設、管理施設）の

改修を168施設実施した。

・遊戯施設など点検が必要な公園施設につい

て、毎年、専門業者による点検を順次実施して

いるが、令和5年度は入札不調のため、令和6

年度に実施予定である。

・改修や点検を進めることで、より質の高い公園

サービスの提供に貢献する。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・現在1,192 公園を管理しているが、

開設から30 年を超える公園が約

66％を占め10 年後には約80％とな

るなど、これまで必要な改築や修繕は

行っているものの公園施設全体の老朽

化は進んでいるため、改修が追い付い

ていない。

【課題に対する対応策】

・国庫補助金を活用した事業実施に

加え、公民連携により民間資金を用い

た管理手法を導入する等、多様な手

法を用いて、引き続き公園施設の維

持管理を推進する。

公園

監理

課

全区

身近な

公園・

緑地の

整備

パークマ

ネジメン

トの推

進

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2-1

地

域

に

愛

さ

れ

利

用

さ

れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

■防

■地

■環

□気

■生

8

■オ

□ウ

9

■オ

□ウ

□気

□生

□防

■地

□環地

域

に

愛

さ

れ

利

用

さ

れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-1

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

パークマネジメントの

推進により、より質

の高い公園サービス

の提供が可能となる

ことで、地域コミュニ

ティの活性化や、テ

レワーク、テイクアウ

ト販売への活用と

いった市街地におけ

る多様な活用に資

するオープンスペース

になります。

身近な公園は、生

き物の生息場所に

なるとともに、災害

時の避難場所や地

域コミュニティ形成の

場として機能します。

また都市公園等は、

テレワーク、テイクア

ウト販売への活用と

いった市街地におけ

る多様な活用に資

するオープンスペース

になります。

7



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○堺市パー

クマネジメン

ト計画に基

づく取組の

推進②【柔

軟な利活

用】

＜事業概要＞

　都市公園の魅力を活かし、都市公園を観光・スポーツ・イベントの拠点、地域

コミュニティの拠点とするため、市民やNPO法人、地域団体等と連携しながら、

新たな公園利用を促進し、都市公園の賑わいの創出を図る。

＜取組実績＞

　R4：活動団体数の増加（3公園）

＜事業目標＞　

　R4以降：公園愛護会活動への支援内容の拡充や愛護会活動を通じた

               公園の利活用を行い、愛護会活動を促進し、愛護会活動数の

               増加を図る。（目標値：6公園/年の増加）

　　　　　  ：NPO法人や市民、地域団体等と連携し、新たな公園利用の

               実施を図る。

・愛護会活動団体や周辺企業と連携し、愛護

会活動を通じたイベントの開催など、公園の利活

用を実施したことで、より質の高い公園サービスの

提供に貢献した。

また、愛護会活動数は12公園増加することがで

きた。

（活動公園数）

R5：1,074公園

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・活動者の高齢化等により、活動団体

数は減少傾向である。

【課題に対する対応策】

・愛護会活動PR、支援内容の拡充、

新たな担い手の確保などを行う。

公園

監理

課

全区

○堺市パー

クマネジメン

ト計画に基

づく取組の

推進③【経

営的な視

点】

＜事業概要＞

　都市公園を守り育て、賑わいを創出するために、経営的な視点を持って民間

活力等の導入や新たな管理運営体制の構築に取り組み、新たな歳入の確保

や維持管理費の縮減を図る。

＜取組実績＞

　R4：原池公園において、本格的な民間事業者による運営開始。

＜事業目標＞

　新たな歳入の確保やそれを踏まえた維持管理費の縮減

・原池公園において、公園利用者へのサービス

向上等をめざし、民間事業者によりBBQ施設照

明、市民ガーデン、グラウンドゴルフフィールドの拡

張といった新たな施設整備が実施されている。こ

のことにより、より質の高い公園サービスの提供に

貢献した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・民間活力を導入した公園では、公園

利用者へのサービス向上や安定的な

管理運営の確保が必要。

【課題に対する対応策】

・原池公園など民間活力を導入した公

園について、公園利用者へのサービス

向上や安定的な管理運営の確保に向

け、サービス内容のモニタリングやサービ

ス拡充の検討を行う。

公園

監理

課

全区

〇緑化資

材の配布

等の支援

＜事業概要＞

　公共施設や道路に面したオープンスペース等の公共的空間において市民が取

り組む緑のまちづくり活動への支援を行う。

＜取組実績＞

　R４：66校区に緑化資材を配布した。

＜事業目標＞

　緑化資材の配布を通じ、都市緑化を推進する。

・公共施設や道路に面したオープンスペース等の

公共的空間で、市民が取り組む緑のまちづくり活

動の支援を行うことで緑化活動を通じた地域コ

ミュニティの活性化につなげた。

（支援を行った校区数）

R5：66校区

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・資材の支援を行っていない校区に対

するニーズ等の把握、資材の支援に向

けたアプローチの手法の検討。

【課題に対する対応策】

・校区代表者に対して、説明会開催の

通知するなど情報提供を適宜行う。

公園

緑地

整備

課

全区

パークマ

ネジメン

トの推

進

9

■オ

□ウ

□気

□生

□防

■地

□環

地

域

に
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れ
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用
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れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-1

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2

パークマネジメントの

推進により、より質

の高い公園サービス

の提供が可能となる

ことで、地域コミュニ

ティの活性化や、テ

レワーク、テイクアウ

ト販売への活用と

いった市街地におけ

る多様な活用に資

するオープンスペース

になります。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

■防

□地

□環

□気

□生

■オ

□ウ

10

都市公

園にお

ける防

災機能

の強化

○天神公

園の整備

＜事業概要＞

　東区の地域コミュニティの場や、災害発生時における広域避難地の機能を有

する公園として整備を行う。

＜取組実績＞

　R4：天神公園整備工事（第１期）を完了

＜事業目標＞

　R4：整備工事（第1期）（R3より継続）、整備工事（第2期）

　R5：整備工事（第2期）（R4より継続）、整備工事（第3期）

　R6：整備工事（第4期）、便所新築工事

・天神公園整備工事（第２期）、（第３

期）を完了した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

公園

緑地

整備

課

東区

□防

■地

□環

□気

□生

■オ

■ウ

11

公園緑

地の再

生と再

編

○公園再

編、再整備

等

＜事業概要＞

　近大医学部等の開設を契機とした、健康長寿や地域に親しまれる公園の再

整備を行う。また、緑道へ健康遊具の設置を行う。

＜取組実績＞

　R4：三原公園再整備工事、三原台プレイロット再整備工事

　　　 （健康遊具設置含む）、三原きりん公園・三原しろくま公園

           再整備工事を完了

＜事業目標＞

　R4：三原公園ほか再整備工事、三原台プレイロット　健康遊具設置

　R5：田園公園再整備工事（三原公園、泉ヶ丘緑道一部整備工事含む）

　R6：田園公園再整備工事（R5より継続）

・泉ヶ丘緑道（三原台）等において、園路拡幅

や照明灯増設、健康遊具の設置などの再整備

を完了した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

泉北

ニュー

デザ

イン

推進

室

公園

緑地

整備

課

泉ヶ

丘公

園事

務所

南区

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

12

公園施

設の長

寿命化

の推進

○公園施

設長寿命

化計画に

基づく公園

施設の維

持管理

＜事業概要＞

　急速に老朽化が進んでいく公園施設に対して、公園施設長寿命化計画に基

づき、計画的・効率的な維持管理を進めることにより、維持管理費の平準化及

びライフサイクルコストの縮減を図る。

＜取組実績＞

　R4：公園施設等の健全度調査実施（1,029施設）

　　　 ：公園施設の改修工事（11件）

＜事業目標＞

　R4以降：定期的な公園施設の健全度調査実施

　　　　　  ：公園施設長寿命化計画に基づく公園施設の改修の実施

・公園施設長寿命化計画に基づく公園施設

（園路、休養施設、遊戯施設、管理施設）の

改修を168施設実施した。

・遊戯施設など点検が必要な公園施設につい

て、毎年、専門業者による点検を順次実施して

いるが、令和5年度は入札不調のため、令和6

年度に実施予定である。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

公園

監理

課

全区

2

地

域

に

愛

さ

れ

利

用

さ

れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-1

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

都市公園を整備す

ることにより地域の

防災機能が強化さ

れ、防災・減災のま

ちづくりに貢献します。

ニーズに適合した公園

への再生と再編により、

地域に愛される地域

コミュニティの核となる

ようなオープンスペース

が生まれます。居心地

がよく歩きたくなる

ウォーカブルなまちづく

りにも貢献します。

公園の計画的・効

率的な長寿命化に

取り組むことで、地

域に愛され利用され

る公園づくりに貢献

します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

2-1

地

域

に

愛

さ

れ

利

用

さ

れ

る

公

園

を

創

り

ま

す

■防

■地

□環

□気

□生

■オ

■ウ

13

新しい

時代に

対応し

た公園

整備

○地域地

産品等の

直売所やマ

ルシェなどの

実施

＜事業概要＞

　指定管理者制度における地域コミュニティの醸成や公園の賑わいの創出及び

公園の更なる活性化を図る。

＜取組実績＞

　R4：原池公園でのマルシェイベント開催　3回

＜事業目標＞

　マルシェイベントの開催

　R4：年2回の開催

　R5：四半期ごとに開催

・原池公園で以下のとおりマルシェイベントを開催

した。

令和5年8月5日（土）  　第1回マルシェ開催　

約32名参加

令和5年10月18日（水）第2回マルシェ開催　

約98名参加

令和5年11月18日（土）第3回マルシェ開催　

約61名参加

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・R4年度は開催が平日、冬季であった

ため客数が少なかった。

【課題に対する対応】

・R5年度は土日開催を行うことにより

客数を増やすことができた。今後は、他

のイベントと同時に開催することで認知

度を上げ、マルシェの広報活動にも取り

組み地域コミュニティの醸成や公園の

賑わいの創出及び公園の更なる活性

化を図る。

原池

公園

事務

所

中区

■防

■地

■環

□気

■生

■オ

■ウ

○大仙公

園基本計

画に沿った

整備推進、

維持管理

運営の実

施

＜事業概要＞

　・老朽化の進んでいる施設について、利用状況に対応した更新を行う。（大

芝生広場便所整備、七観音古墳広場再整備等）

　・来園者満足向上に資する高頻度高密度の維持管理を継続する。（除草、

清掃、警備等）

＜取組実績＞

　R4：大芝生広場便所新築工事に着手した。除草、清掃、警備等の

         維持管理業務を実施した。

＜事業目標＞

　○高頻度高密度の維持管理の実施

　R4：大芝生広場便所新築工事着手

　R5：大芝生広場便所新築工事完了

　R6：七観音古墳広場再整備工事等

・大芝生広場便所新築工事について、発注元

である建築課と適切に連携し、事業目標通りの

R5年度に完成することができた。

・七観音古墳広場再整備工事について、詳細

設計を完了した。

・維持管理運営として、除草、清掃、警備等を

行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

大仙

公園

事務

所

堺区

西区

○日本庭

園の更なる

活性化や

公園の自

然を活かし

た憩い・ふ

れあう環境

の充実

＜事業概要＞

　・老朽化している諸設備の更新を行う。（池泉の循環設備及びろ過設備、電

気設備等）

　・庭園修景樹木の補植を行う。

＜取組実績＞

　R4：池泉堆積土砂撤去工事、園路改修工事、休憩舎便所改修工事を

        実施した。

＜事業目標＞

　R4：池泉堆積土砂撤去工事

　R5：循環設備改修工事

・実施目標に上げている循環設備改修工事を

予定通りR5年度に完了させた。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

大仙

公園

事務

所

堺区

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2

14

世界遺

産の拠

点に相

応しい

大仙公

園の整

備と管

理運営

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-2

本市を代表する大

仙公園の整備等は、

生態系の保護や自

然災害への強靭性

の強化、古墳が存

在する他の自治体

との連携等による地

域振興に貢献しま

す。

また、市街地の中に

ある大規模な緑は、

都市の気象緩和や

豊かな景観形成に

も貢献します。

市民や国内外から

の来訪者をもてなす

オープンスペースとし

て、さらには、居心

地がよく歩きたくなる

ウォーカブルなまちづ

くりに貢献します。

新しい時代に対応し

た公園整備は、アフ

ターコロナ、ニューノー

マルへの対応やグ

リーンインフラとしての

機能充実、すべての

人が一緒に遊んだり、

利用できるインクルー

シブな公園の充実に

貢献します。

10



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

■防

■地

■環

□気

■生

■オ

■ウ

○中央図

書館の再

整備検討

＜事業概要＞

　中央図書館基本計画の策定に向けて中央図書館の機能・役割を整理する。

＜取組実績＞

　R4：庁内プロジェクトチームを立ち上げ、庁内調整を行っている。

＜事業目標＞

　中央図書館基本計画の策定

・令和5年度は庁内プロジェクトチームにおいて、

新たな図書館の求める機能やコンセプト案をとり

まとめた。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

中央

図書

館総

務課

堺区

世界遺

産の拠

点に相

応しい

大仙公

園の整

備と管

理運営

○博物館

やアルフォン

ス・ミュシャ

館などの

様々な機

能を集約し

た「（仮

称）堺

ミュージア

ム」の整備

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

2-2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2

堺区
学芸

課

【課題】

・基本構想に先立って作成する基本

構想素案の内容を充実させる必要が

ある。

【課題に対する対応策】

・（仮称）堺ミュージアムについて、幅

広い庁内関係部局で、類似施設や先

進事例の調査なども進めながら、基本

構想の素案の検討を進める。

3　ほぼ

計画どお

りである

・堺市博物館共同研究「中世堺における歴史

文化に関する学際的研究会」について、外部の

研究者を交えて全体会を5回、分科会を随時

開催した。

<事業概要>

　百舌鳥古墳群をはじめ、堺が誇る多様な歴史文化の価値や魅力を学び、体

感できる環境を整え、大仙公園エリアの魅力をさらに高めるため、「（仮称）堺

ミュージアム」の整備に取り組む。

＜取組実績＞

　R4：文化観光局内で「（仮称）堺ミュージアム」の整備に係る検討を行っ

た。

＜事業目標＞

　R4：堺市博物館の中長期的な保全方策の方向性の検討を進める。

　　　：新ミュージアムの歴史文化資源の活用方法や発信手法、発信の

　　　　 あり方を検討。 必要な機能、設備の精査。 

　　　：堺通史の研究会（関係機関との連携を含む）を設置・運用する。

　R5：新ミュージアムにおける堺通史展示の検討に必要な、堺中世史研究

　　　　 について、外部研究者を交え実施する。

　R6以降：基本構想の策定、基本計画の策定を進める。

14

本市を代表する大

仙公園の整備等は、

生態系の保護や自

然災害への強靭性

の強化、古墳が存

在する他の自治体

との連携等による地

域振興に貢献しま

す。

また、市街地の中に

ある大規模な緑は、

都市の気象緩和や

豊かな景観形成に

も貢献します。

市民や国内外から

の来訪者をもてなす

オープンスペースとし

て、さらには、居心

地がよく歩きたくなる

ウォーカブルなまちづ

くりに貢献します。

11



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○既存の

案内サイン

や照明施

設、園路等

の改修・更

新

＜事業概要＞

　国内外からの来訪者が快適に利用できるように、老朽化が進んでいる既存の

案内サインや照明施設、サブ園路等について更新を行う。（照明灯改修、園

路改修、便所衛生設備改修等）

＜取組実績＞

 R4：看板、照明設備、園路舗装の改修工事を実施した。

＜事業目標＞

　適宜、施設の改修や更新作業を行い、来訪者が快適に利用し続けられるよう

にする。

・老朽化した照明灯の更新、園路舗装の改修、

便所衛生設備の改修を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

大仙

公園

事務

所

堺区

西区

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

14

世界遺

産の拠

点に相

応しい

大仙公

園の整

備と管

理運営

■オ

■ウ

□気

■生

■防

■地

■環

2-2

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

西区

大仙

公園

事務

所

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

3　ほぼ

計画どお

りである

【実績】

・供用開始に伴い、維持管理を実施。

※こちらの項目について、整備工事が完了したた

め今後は上記項目「○大仙公園基本計画に

沿った整備推進、維持管理運営の実施」にて取

組実績を管理する。

【評価】

・大仙公園、上野芝地区の整備工事の完了に

より、市街地の中にある大規模な緑の創出につ

ながり、都市の気象緩和や豊かな景観形成に

繋がった。

また、市民や国内外からの来訪者をもてなすオー

プンスペースとして、さらには、居心地がよく歩きた

くなるウォーカブルなまちづくりにも繋がった。

＜事業概要＞

　シンボルパークに相応しい、魅力あふれる公園づくりを行うため、上野芝地区の

整備を行う。

＜取組実績＞

　R4：上野芝地区第４期の整備工事を完了させた。

＜事業目標＞

　R4：整備工事（第４期）

　R5以降：大仙公園基本計画に基づく維持管理

○上野芝

地区の整

備

本市を代表する大

仙公園の整備等は、

生態系の保護や自

然災害への強靭性

の強化、古墳が存

在する他の自治体

との連携等による地

域振興に貢献しま

す。

また、市街地の中に

ある大規模な緑は、

都市の気象緩和や

豊かな景観形成に

も貢献します。

市民や国内外から

の来訪者をもてなす

オープンスペースとし

て、さらには、居心

地がよく歩きたくなる

ウォーカブルなまちづ

くりに貢献します。

12



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○合葬式

墓地の整

備

＜事業概要＞

　墓地ニーズに対応する施設（合葬式墓地）を整備することで、公営墓地を

希望する新たな利用者を取り込む。

＜取組実績＞

　R4：堺公園墓地再整備工事に伴う測量業務、地質調査業務を完了

　　　：堺公園墓地再整備工事に伴う実施設計業務を実施（R5継続）

＜事業目標＞

　R4：合葬式墓地実施設計

　R5：合葬式墓地の整備工事

　R6：合葬式墓地の供用開始

・堺公園墓地再整備工事に伴う実施設計業務

を完了し、堺公園墓地再整備工事に着手し

（R6継続）、合葬式墓地の供用開始に向け

た準備を進めた。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

公園

緑地

整備

課

霊園

管理

事務

所

泉ヶ

丘公

園事

務所

南区

○指定管

理者制度

の導入検

討

＜事業概要＞

　多様化する墓地ニーズに対応するため、民間活力の導入による効率的な墓

地の運営をめざし、指定管理者制度導入の検討を進める。

＜取組実績＞

　R4：R5からの指定管理者制度の導入に向けて堺市霊園条例及び

　　　   堺市立霊堂条例の改正を行い、民間活力導入に向けた準備が

         できた。

＜事業目標＞

　R4：堺市霊園条例の改正

　R5：公募開始、事業者決定

　R6：指定管理者による運用開始

・指定管理者の公募を実施し、霊園・霊堂の指

定管理者を決定した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

霊園

管理

事務

所

南区

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2-2

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

□防

■地

□環

■気

■生

■オ

■ウ

16

大和川

周辺に

おける

水と緑

を活か

した空

間形成

○浅香山

緑道ほか公

園に隣接す

る自転車・

歩行者通

行空間の

整備

＜事業概要＞

　浅香山緑道のツツジの更なる魅力発信のための緑道整備を行う。また、浅香

山公園からツツジの緑道を経て大和川公園にかけ、大和川沿川に連続した通

行環境リバーサイドサイクルラインを整備することで水や花、緑とふれあえる通行

空間を形成する。

＜取組実績＞

　R4：整備工事（第１期）を完了

＜事業目標＞

　R4：整備工事（第１期）（R3より継続）　

　R5：整備工事（第２期）

　　  ：浅香山緑道の一部の通行環境整備

　R6：整備工事（第３期）

　　  ：浅香山緑道の一部の通行環境整備及び一部供用開始

　R7：整備工事（第４期）

・浅香山緑道整備工事（第２期）に着手した

（R6継続）。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

公園

緑地

整備

課

自転

車環

境整

備課

堺区

□防

□地

■環

公園墓

地事業

の推進

15

□気

□生

□オ

□ウ

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2-2

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

公園墓地事業の推

進は、豊かな自然

環境や生態系の保

全に貢献します。

大和川周辺におけ

る水と緑を活かした

空間形成は、潤い

と安らぎのある住み

良い生活環境を創

出し、市外からの来

訪者へのおもてなし

空間の形成に貢献

します。

13



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

2-2

拠

点

や

軸

と

な

る

公

園

を

創

り

ま

す

□防

■地

□環

■気

■生

■オ

■ウ

16

大和川

周辺に

おける

水と緑

を活か

した空

間形成

○桜の植

樹による桜

並木の整

備と、それに

隣接する自

転車・歩行

者通行空

間の整備

＜事業概要＞

　国道26号から阪神高速湾岸線にかけて、大和川沿川に連続した通行環境

大和川リバーサイドサイクルラインとサクラ並木を整備することで水や花、緑とふれ

あえる通行空間を形成する。

＜取組実績＞

　松屋南島101号線において、大和川沿川に通行環境（720m）およびサク

ラ並木（延長490ｍ/サクラ45本）を整備した。

＜事業目標＞

　R4：松屋南島101号線の一部

　R5：松屋大和川101号線の一部

・松屋大和川101号線において、大和川沿川に

通行環境（750m）およびサクラ並木（延長

580ｍ/サクラ50本）を整備した。

・桜の調達について、来年度の万博に向け「大

阪万博サクラ基金」からの寄付により、苗木でな

く成木の植樹が可能となった。また品種につい

て、従来品種よりも強い桜「ジンダイアケボノ」を

採用した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

自転

車環

境整

備課

堺区

□防

■地

■環

■気

□生

□オ

■ウ

17

都心エ

リアにお

ける緑

の利活

用

○市民交

流広場の

維持管理

＜事業概要＞

　Minaさかい（市民交流広場）が安全・安心に利用できる環境等を形成する

ため、Minaさかいの維持管理等を行うことにより、都市魅力の向上を図る。

＜取組実績＞

　R４：Minaさかい（市民交流広場）の適切な維持管理等を行い、

           都市魅力の向上を図った。

＜事業目標＞

　多様な人が安全・快適に過ごせるウォーカブルな空間の形成

・Minaさかい（市民交流広場）の適切な維持

管理等を行い、都市魅力の向上を図った。

・令和5年度にはイベント開催等で366件の使

用があり、加えて、憩い交流空間を創出する試

みを実施、さらなる都市魅力の向上を図った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・多様な人が安全・快適に過ごせる

ウォーカブルな空間の形成のため、

Minaさかい（市民交流広場）におい

て交流・滞在・賑わいを促す空間を創

出する必要がある。

【課題に対する対応】　

・Minaさかい（市民交流広場）が安

全・安心に利用できる環境等を形成す

るため、適切な維持管理等を行う。

都心

活性

化担

当

堺区

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

■ウ

18

環濠都

市堺の

再生

○情報発

信・魅力発

信

＜事業概要＞

　環濠エリアにおいて公民連携での取組を進め、歴史・文化資源等を活かした

都市魅力の向上や来訪目的の創出により認知度を高め、市民の「愛着」や「誇

り」を醸成し、交流人口・定住人口の増加をめざす。

＜取組実績＞

　R4：まち歩きイベント等の参加者数（実績：100人）

　 　 ：Instagramで発信した情報の「延べ閲覧数」（実績：46,322人）

＜事業目標＞

　R4：まち歩きイベント等の参加者数（目標：100人）

　 　 ：Instagramで発信した情報の「延べ閲覧数」（目標：25,000人）

　R5：まち歩きイベント等の参加者数（目標：150人）

　 　 ：Instagramで発信した情報の「延べ閲覧数」（目標：60,000人）

・堺環濠町づくり推進協議会が主体となり、環濠

エリアの認知度向上に向け、SNS等を活用した

環濠エリアの情報発信を行い、「Instagramで

発信した情報の「延べ閲覧数」の目標値を達成

した。

（閲覧数：1,447,945人）

・"環濠-CAN GO-橋わたしフェス"を開催し、「ま

ち歩きイベント等への参加者数」の目標値を達

成した。

（参加者数：388人）

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

堺駅

エリア

整備

担当

堺区

2-3

緑

あ

ふ

れ

る

シ

ン

ボ

ル

エ

リ

ア

を

創

り

ま

す

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

都心エリアにおける

緑の利活用は、地

域に愛される地域コ

ミュニティの核となる

ようなオープンスペー

スが生まれます。また、

居心地が良く歩きた

くなるようなウォーカブ

ルなまちづくりに貢献

します。

環濠都市堺の再生

は、にぎわいの創出

や都市の魅力向上

に貢献します。

大和川周辺におけ

る水と緑を活かした

空間形成は、潤い

と安らぎのある住み

良い生活環境を創

出し、市外からの来

訪者へのおもてなし

空間の形成に貢献

します。

14



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○大浜北

町市有地

の活用

＜事業概要＞

　大浜北町市有地では、民間事業者から事業提案を受け、海辺で憩い海を眺

める魅力的なにぎわい施設や親水空間の整備を行う。

＜取組実績＞

　R4：公共整備工事（60％）、民間整備工事（着手）

＜事業目標＞　

　R4：公共整備工事（60％）、民間整備工事（着手）

　R5：公共整備工事（95％）

　R6：公共整備工事（完了）、民間整備工事（完了）

・大浜北町市有地活用事業の公共施設整備

工事（連絡橋、歩行者通路、緑地、道路整備

等）において95%が完了した。また、民間事業

も着手し、全体の進捗を確認しながら工事を進

めた。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

堺駅

エリア

整備

担当

堺区

○堺旧港

親水護岸

等の活用

＜事業概要＞

　堺旧港周辺の回遊性の確保や海辺景観の向上を図るため、市民等が快

適、安全に利用できる堺旧港親水護岸の維持管理を行う。また、堺旧港親水

護岸後背地の活用により、海辺の魅力を活かした交流空間を形成、賑わいを

創出する。

＜取組実績＞

　R4：堺旧港親水護岸を活用した交流空間創出の社会実験

　　　（乙姫の休日）実施

＜事業目標＞

　海辺の魅力を活かした交流空間の形成・活性化

・日常管理を行い、良好な状態で施設を市民に

提供したほか、大阪港湾局と協議を行い、令和

6年3月に残区間約590mの供用を開始した。

・堺旧港親水護岸後背地等を活用した、海辺

の魅力を活かした交流空間の形成、活性化に

向け、社会実験（乙姫の休日）や活用検討を

行った。（参加者：約4,900人）

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

ベイ

エリア

推進

担当

堺区

19

堺旧港

と周辺

緑地・

公園の

整備

□気

□生

■オ

■ウ

□防

■地

□環

＜事業概要＞

　ビッグバンと泉ヶ丘公園の強み等を一体的に活かすことで、泉ヶ丘エリアに「新た

な価値を創造」し、「子育て・子育ち、宇宙技術体験・発信、SDGs・歴史文化

の教育の拠点」としてエリアを先導する役割を担うことで、子どもが未来への希望

を抱かせる運営をめざす。

＜取組実績＞

　R3：ビッグバン及び泉ヶ丘公園基本計画の策定

　R4：泉ヶ丘公園基本設計

＜事業目標＞　

　R4：泉ヶ丘公園基本設計

　　　 　ビッグバン及び泉ヶ丘公園募集要項の作成

　R5：泉ヶ丘公園実施設計

　　　 　ビッグバン及び泉ヶ丘公園指定管理者の募集

　　　 　ビッグバン入館者数目標：25万人　以後同様

　R6：泉ヶ丘公園工事開始（～R8）、

　　　　 ビッグバン及び泉ヶ丘公園指定管理開始(R6～R8)

　R8：泉ヶ丘公園完成、ビッグバンとの供用開始

・泉ヶ丘公園工事第１期～第３期の実施設計

を行った。

・ビッグバン指定管理者の選定委員会を実施

し、株式会社丹青社が選定された。指定管理

期間はR6～R8の3年間である。

・令和５年度の入館者実績は211,162人であ

り目標値（25万人）を下回ったが、前年度に

比べ約3万3000人増加した。これは令和5年5

月に新型コロナウイルス感染症の位置づけが「5

類感染症」に移行したことにより市民等の外出の

機運が高まり、その機会をとらえワークショップやこ

ども劇場の受け入れ人数を段階的に増やしたこ

と、一般入館者に比べ団体入館者が前年に比

べ約38％増加したことが主な要因と考えている。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・コロナ前の平均年間入館者数である

25万人の達成

【課題に対する対応策】

・新規客の獲得に向けたプロモーション

の強化及びリピーターの獲得に向けた

魅力的なプログラムの作成、サービスの

向上に努める。

泉北

ニュー

デザ

イン

推進

室

公園

緑地

整備

課

南区

〇ビッグバン

と泉ケ丘公

園の一体

活用

2

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2-3

緑

あ

ふ

れ

る

シ

ン

ボ

ル

エ

リ

ア

を

創

り

ま

す

泉北

ニュータ

ウンの

魅力向

上に寄

与する

緑の創

出

20

■オ

□ウ

□気

■生

□防

■地

■環

旧堺港と周辺緑

地・公園の整備は、

地域の魅力向上や

回遊性の確保、賑

わい創出等に貢献

します。

泉北ニュータウンに

おける緑に関する取

り組みは、ニュータウ

ンとしての新たな価

値の創出に資する

だけでなく、市街地

における緑として、

利用者や生物にとっ

て貴重な空間提供

に貢献します。

15



令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○泉ケ丘

公園の整

備

＜事業概要＞

　近大医学部等の開設を契機とし、泉北ニュータウンが持続発展するために、ま

ちの新たな価値の創造に資する都市公園の整備を行う。（泉ヶ丘公園：面積

5.5ha）

＜取組実績＞

　R4：地元及び関係各所との調整を実施

＜事業目標＞

　R5：実施設計業務

　R6：整備工事（第１期）（R5より継続）　

          整備工事（第２期）

　R7：整備工事（第２期）（R6より継続）

          整備工事（第３期）

　R8：整備工事（第３期）（R7より継続）

・泉ヶ丘公園実施設計業務の継続実施及び

泉ヶ丘公園整備工事（第1期）に着手した

（どちらもR6継続）。

3　ほぼ

計画どお

りである

・事業目標を達成しており、特に課題

等なし。

公園

緑地

整備

課

南区

○緑道や

公園に隣

接する公的

賃貸住宅を

一体的に

活用したｼｪ

ｱｻｲｸﾙとの

連携やﾊﾟｰ

ｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ

の導入に向

けた実証実

験

＜事業概要＞

　SENBOKUスマートシティコンソーシアムの「モビリティWG」の一環として、会員

企業などと連携し、パーソナルモビリティの導入に向けた実証事業を実施する。

＜取組実績＞

　R4：

　①電動カートのシェアリング実証事業

　　実施期間：R4.6.1～6.15　利用者数：170名

　②電動キックボードのシェアリング実証事業（R5.3.31末現在）

　　実施期間：R4.11.1～R5.6.30　貸出ポート数：13か所

　　貸出件数：295件　

＜事業目標＞

　R4：電動カート、電動キックボード実証事業実施

　R5：パーソナルモビリティの貸出ポート新増設を検討

　R6：パーソナルモビリティの導入を検討

・令和4年11月から泉北ニュータウン地域で実

施していた「電動キックボードのシェアリング実証」

については、令和5年6月末で終了した。

〇電動キックボードの貸出件数：277件（令

和５年度）

〇電動キックボードの新設貸出ポート数：2か所

（トータル15か所）

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・パーソナルモビリティの導入に際して

は、大蓮公園をはじめとした泉北ニュー

タウン内の公園や泉北の魅力の一つで

ある緑道での走行ルールの構築が必

要な状況となっている。

【課題に対する対応策】

・公園や緑道を所管する部局とともに

パーソナルモビリティの走行ルールの策

定を求める。

泉北

ニュー

デザ

イン

推進

室

南区

泉北

ニュータ

ウンの

魅力向

上に寄

与する

緑の創

出

20

■オ

□ウ

□気

■生

□防

■地

■環

緑

あ

ふ

れ

る

シ

ン

ボ

ル

エ

リ

ア

を

創

り

ま

す

2-3

活

力

と

交

流

を

生

む

緑

を

創

り

ま

す

2

泉北ニュータウンに

おける緑に関する取

り組みは、ニュータウ

ンとしての新たな価

値の創出に資する

だけでなく、市街地

における緑として、

利用者や生物にとっ

て貴重な空間提供

に貢献します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

□防

■地

■環

■気

□生

□オ

□ウ

21

公共空

間にお

ける緑

化推進

〇公共施

設緑化

＜事業概要＞

　公共施設や道路に面したオープンスペース等の公共的空間において市民が取

り組む緑化活動への支援を行う。

＜取組実績＞

市内の緑化を推進するために適切な支援を行った。

＜事業目標＞

　活動の支援を行うことで市内の緑化を推進する。

・公共施設や道路に面したオープンスペース等の

公共的空間において市民が取り組む花のボラン

ティア活動やみどり活動支援等の緑化活動への

支援を行った。

〇花のボランティア活動

　会員数：460 人 育苗数：153,547 株

〇みどり活動支援

　64 校区97 団体へ資材支援

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民緑化活動に参加した団体数は

横ばいである。

【課題に対する対応】　

・活動団体のニーズを把握し、支援内

容を充実させることで、活動地の拡大

やさらに活動を活発化させる。

公園

緑地

整備

課

全区

■防

□地

■環

■気

□生

□オ

□ウ

22

街路樹

の計画

的な維

持管理

○街路樹

維持管理

基本方針

の作成

○基本方

針に基づい

た、街路樹

の撤去・更

新（再配

置含む）

＜事業概要＞

　安全・安心な道路空間を維持するため、街路樹の状態を調査し、街路樹維

持管理方針を策定し、適正管理を推進する。

＜取組実績＞

　R4：緊急交通路を中心に街路樹現況調査を実施　

＜事業目標＞

　R4：緊急交通路を中心に街路樹現況調査を実施

　R5：街路樹詳細調査を実施・計画の作成

　R6：街路樹維持管理方針を策定

　R7：方針を基に実施計画を策定

　R8以降：計画に基づき維持管理を実施

・約400本の街路樹について詳細調査を実施

し、市内の緊急交通路における街路樹の現状を

分析した。

分析結果も踏まえ、街路樹維持管理方針案を

作成した。

3　ほぼ

計画どお

りである

・R5の調査結果・現状分析により、街

路樹の老朽化がエリアによりばらつきが

あり、計画の内容を再考する必要性が

生じたが、目標達成に向け引き続き計

画策定に取り組んでいるため、特に課

題等なし。

土木

監理

課

全区

□防

■地

□環

■気

□生

□オ

□ウ

23

民有地

におけ

る緑化

促進

○記念樹

配布事業

〇開発協

議手続

〇風致許

可申請手

続

＜事業概要＞

　民有地の緑化支援及び市民の緑化意識向上に寄与する記念樹配布事業

を通じ、また堺市宅地開発等に関する指導基準や工場立地法に基づく緑化指

導や緑地協定制度により、民有地における緑化を推進する。

＜取組実績＞

　R4：工場立地法に基づく特定工場建設等の届出に対する指導件数　20件

　　　：堺市宅地開発等に関する指導基準による緑化協議手続件数  148件

　　　：風致許可申請手続件数（大仙風致地区、浜寺風致地区）    27件

　

＜事業目標＞

　事業や制度の継続により市内の緑化を推進する。

・以下のとおり取り組みを実施し、都市景観の形

成に寄与する緑化の推進を行った。

〇工場立地法に基づく緑化指導

　特定工場建設等の届出に対する指導件数　

19件　

〇堺市宅地開発等に関する指導基準による緑

化協議手続件数　153件

〇緑地協定協議件数　なし

〇風致許可申請手続件数（大仙風致地区、

浜寺風致地区）28件

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・広場等の緑地の確保について、緑の

質の維持・向上に重点を置いた緑地

等の指導を行う。

【課題に対する対応】　

・接道部の緑化や壁面緑化を案内し

視認性を高める緑地等の確保を促

す。

公園

緑地

整備

課

イノ

ベー

ション

投資

促進

室

全区

□防

■地

■環

□気

□生

□オ

■ウ

24

百舌鳥

古墳群

や風致

地区等

におけ

る緑あ

ふれる

市街地

の形成

○百舌鳥

古墳群周

辺景観地

区における

景観法に

基づく認定

制度の実

施

＜事業概要＞

　世界遺産にふさわしいまちなみの形成に向け、百舌鳥古墳群周辺地域におい

て、良好な景観の形成を図る。

＜取組実績＞

　R4：大仙風致地区風致許可申請手続件数　23件

＜事業目標＞

　百舌鳥古墳群と調和した景観形成を推進する。

・百舌鳥古墳群と調和した景観形成を推進する

ため、以下の申請に対して許可を行った。

〇大仙風致地区風致許可申請手続件数　23

件

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・百舌鳥古墳群と調和した景観形成

のため、風致条例の適切な運用を行

う。

【課題に対する対応】　

・周辺環境に配慮しながら、風致条例

に基づき申請に対して許可を行う。

公園

緑地

整備

課

都市

景観

室

堺区

西区

3

身

近

な

暮

ら

し

の

緑

を

育

み

ま

す

3

身

近

な

暮

ら

し

の

緑

を

育

み

ま

す

住

宅

地

な

ど

の

緑

化

を

促

進

し

ま

す

3-2

緑

と

調

和

し

た

公

共

空

間

を

育

み

ま

す

3-1

街路樹は、自然災害

に備えた気候変動対

応策に寄与するととも

に、快適な都市環境

の形成にも貢献します。

民有地における緑化

は、都市景観の形成

や気候変動の緩和

等に貢献します。

風致地区等における

緑あふれる市街地の

形成は、緑に富んだ

快適な都市環境の

維持等に貢献します。

公共空間における緑

化は、都市景観の形

成や脱炭素化、気候

変動の緩和等に貢

献します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

〇花と緑の

育成事業

＜事業概要＞

　花のボランティア活動等の支援や、緑の保全や都市緑化に関する講座を開催

する。

＜取組実績＞

　R4：花のボランティア活動の支援を行った。

　　 〇会員数　457名

　　 〇花苗生産数約15.3万株

　 　〇花づくり活動2回/年（春まき、秋まき）

＜事業目標＞

　市域や地域のまちづくり活動に取り組む人材を発掘、育成

・花のボランティア活動等の支援や、緑の保全、

都市緑化に関する講座を開催した。

R5：

〇会員数　435名

〇花苗生産数　約15.6万株

〇花づくり活動　2回/年（春まき、秋まき）

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民緑化活動に参加した団体数は

横ばいである。

【課題に対する対応】　

・活動団体のニーズを把握し、支援内

容を充実させることで、活動地の拡大

やさらに活動を活発化させる。

公園

緑地

整備

課

全区

〇里山保

全ボランティ

ア養成講座

＜事業概要＞

　里山保全ボランティア養成講座などを通じて、市域や地域における緑地保全

活動に取り組む人材を発掘、育成する。

＜取組実績＞

　R4：里山保全ボランティア養成講座を開催した。

＜事業目標＞

　市域や地域における緑地保全活動に取り組む人材を発掘、育成

・堺自然ふれあいの森指定管理事業において、

里山保全に関わるボランティアの養成、里山保

全での市民協働の推進を目的に「第17回里山

保全ボランティア養成講座」を開催した。（参加

者：13人）

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・南部丘陵の緑地保全の拠点施設に

おいて人材育成に繋がるような講座の

魅力向上

【課題に対する対応】　

・多様な角度から里山への市民参加に

ついて学べるよう外部講師による講座

を増やすなど講座内容の検討を行う。

公園

緑地

整備

課

南区

人材育

成の充

実

25

□防

■地

□環

□気

■生

□オ

□ウ

4

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

4-1

緑

と

地

域

を

育

む

人

を

育

て

ま

す

緑に関わる人材の

育成は、里山保全

活動等を通じた地

域活動の活性化や

生物多様性の確保

に貢献します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

○都市緑

化センター

運営事業

＜事業概要＞

　指定管理者制度を活用し、都市緑化の情報発信、緑化相談、緑化植物園

として、魅力的な飾花や展示、講習会等を行う。

＜取組実績＞

　R4：展覧会を33回、講習会を122回開催した。

＜事業目標＞

　都市緑化の普及啓発を推進する。

・都市緑化の情報発信、緑化植物園として、魅

力的な飾花や展示、講習会等を行った。

（R5年度実績）

〇来館者数：87,447人

〇展覧会数：33回

〇講習会数：38回

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・若年層の集客

【課題に対する対応】　

・大学連携イベントなど若年層向けの

イベントを開催し、集客につなげる。

公園

緑地

整備

課

西区

○自然ふれ

あいの森運

営事業

＜事業概要＞

　指定管理者制度を活用し、南部丘陵の緑地保全の拠点施設としての観点か

ら、豊かな自然環境の残された里山において、「森の学校」をテーマに遊び・農・

学習・食・散策など人と里山との関わり方を模索するイベントや講習会等を行

い、緑地保全の普及啓発を行う。

＜取組実績＞

　R4：〇来園者数：29,413人　

　  　 〇団体数（小学校）：28校

＜事業目標＞

　・R4～R5

　　〇来園者数：33,000人

　　〇団体数（小学校）：30校

・指定管理者制度を活用し、豊かな自然環境

の残された里山において、「森の学校」をテーマに

遊び・農・学習・食・散策など人と里山との関わり

方を模索するイベントや講習会等を行い、緑地

保全の普及啓発を行った。

（R5年度実績）

〇来園者数：30,230人

〇団体数（小学校）：39校

・指定管理者と地域の大学が連携し、大学生を

主体とする里山保全の普及啓発プログラムを試

行した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・学生、事業者等との連携による緑地

保全の更なる推進。

【課題に対する対応】　

・大学への働きかけ、さかいSDGs推進

プラットフォーム等の活用、関係部署と

情報共有することで、連携に向けて進

めていく。

公園

緑地

整備

課

南区

4

普及啓

発の充

実

26

□オ

□ウ

□気

■生

□防

■地

□環

緑

と

地

域

を

育

む

人

を

育

て

ま

す

4-1

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

緑に関わる普及の

啓発の充実は、里

山保全活動等を通

じた地域活動の活

性化や生物多様性

の確保に貢献します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

□防

■地

□環

□気

■生

□オ

□ウ

26

普及啓

発の充

実

〇ホーム

ページや広

報活動等

による、緑

の市民活

動や企業の

CSR活動

の発信

＜事業概要＞

　ホームページや堺市緑化祭等における広報活動により、緑の保全や緑化に取

り組む市民活動や企業のCSR活動を発信し、緑の普及啓発を行う。

＜取組実績＞

　必要に応じて適宜、ホームページ等に情報発信を行った。

＜事業目標＞

　緑の保全・都市緑化の啓発のためにホームページ・SNSでの継続的な発信を

行い人材育成につなげる。

・ホームページや堺市緑化祭等における広報活

動により、緑の保全や緑化に取り組む市民活動

や企業のCSR活動を発信し、緑の普及啓発を

行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・緑の保全や緑化に取り組む市民活

動、企業のCSR活動を発信すること

で、新たな企業等との連携につなげる。

【課題に対する対応】　

・新たな緑の保全や緑化に取り組む市

民活動や企業のCSR活動を把握し、

ホームページやSNS等で適宜、情報発

信を行う。

公園

緑地

整備

課

全区

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

27

顕彰制

度の充

実

〇緑化功

労者への表

彰

＜事業概要＞

　堺市緑化祭において、本市における都市緑化の推進及び都市公園等の整

備、保全、美化等に関し、顕著な功績のあった個人又は法人その他の団体を

表彰する。

＜取組実績＞

　R4：緑化祭で団体5者及び個人1者に対して表彰を行った。

＜事業目標＞

　緑の保全・都市緑化を推進するために顕彰制度を充実させる。

・堺市緑化祭等において、本市における都市緑

化の推進等に関し、顕著な功績のあった個人又

は法人その他の団体を表彰した。

○R5実績：団体4者及び個人1者

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・表彰制度のPRを積極的に行い、は

なみどり基金の活性化につなげる。

【課題に対する対応】　

・ホームページやSNS等を活用し、情

報発信を行うことで緑の保全及び都市

緑化につなげる。

公園

緑地

整備

課

全区

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

28

緑のま

ちづくり

活動団

体認定

制度の

活用

○緑のまち

づくり活動

団体認定

制度の活

用

＜事業概要＞

　緑地の保全若しくは回復又は緑化推進を行う市民を緑のまちづくり活動団体

として認定し、自主的かつ継続的に緑のまちづくり活動が実践されるように促す。

＜取組実績＞

　R4：オンライン化手続きについて庁内調整を行った。

＜事業目標＞

　緑地の保全若しくは回復又は緑化の推進を目的とする緑のまちづくり活動団

体の認定に繋げていくために制度を周知する。

　R6：申請手続きのオンライン化

・制度の周知に向けて、啓発の方法について内

容を検討したほか、手続きの簡素化による申請

の促進に向けオンライン化の検討を行った。

なお、令和5年度の緑のまちづくり活動団体の認

定はなかった。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・緑のまちづくり活動について、十分な

意識啓発が行えなかった。

【課題に対する対応策】

・緑のまちづくり活動について、広報媒

体への掲載やイベント等で周知啓発に

取り組む。

公園

緑地

整備

課

全区

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

29

花と緑

の市民

協働事

業への

支援

〇緑化資

材の配布

等の支援

＜事業概要＞

　公共施設や道路に面したオープンスペース等の公共的空間で、市民が取り組

む緑のまちづくり活動の支援を行う。

＜取組実績＞

　R4：市内の緑化を推進するために適切な支援を行った。

＜事業目標＞

　緑化資材の配布を通じ、都市緑化を推進する。

・公共施設や道路に面したオープンスペース等の

公共的空間において市民が取り組む花のボラン

ティア活動やみどり活動支援等の緑化活動への

支援を行った。

〇花のボランティア活動

　会員数：460 人 育苗数：153,547 株

〇みどり活動支援

　64 校区97 団体へ資材支援

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民緑化活動に参加した団体数は

横ばいである。

【課題に対する対応】　

・活動団体のニーズを把握し、支援内

容を充実させることで、活動地の拡大

やさらに活動を活発化させる。

公園

緑地

整備

課

全区

緑

と

地

域

を

育

む

人

を

育

て

ま

す

4-1

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

4

緑

の

活

動

を

支

援

し

ま

す

4-2

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

4

顕彰制度の充実は、

緑のまちづくり活動

を活性化させ、地域

振興に貢献します。

緑のまちづくり活動

団体認定制度の活

用は、緑のまちづくり

活動を活性化させ、

地域振興に貢献し

ます。

花と緑の市民協働

事業への支援は、

緑のまちづくり活動

を活性化させ、地域

振興に貢献します。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

緑

の

活

動

を

支

援

し

ま

す

□防

■地

□環

■気

■生

□オ

□ウ

30

事業者

と連携

した緑

活動の

推進

○堺の森

再生プロ

ジェクトとプ

ロモーション

活動の実

施

＜事業概要＞

　市民、事業者の協力を得ながら緑地の維持管理、利用・活用の推進を図る

ため、具体的な緑地保全事業として、南部丘陵の持つ緑地の価値や魅力、保

全の必要性等を広く発信するためのプロモーション活動を実施する。

＜取組実績＞

　堺の森再生プロジェクトの実施及び緑地保全の啓発看板を設置

＜事業目標＞

　市民団体、企業等への呼掛けで、里山みどりの保全事業に参画した団体数

（堺の森再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参加団体数）

　R4：7団体

　R5：8団体

・堺の森再生プロジェクトをリニューアルし、森林

環境譲与税を活用した「堺の森活」を実施した。

学生や事業者等と連携しながら、里山の保全活

動や里山の環境に触れて親しむ体験プログラム

などを実施した。（参画した団体数：10団

体）

・南部丘陵の持つ緑地の価値や魅力、保全の

必要性等を広く発信するために、ハーベストの丘

に緑地保全木製看板を設置した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・市民、大学、企業等との連携先を増

やし、プロモーション活動の充実を図

る。

【課題に対する対応】　

・大学への働きかけ、さかいSDGs推進

プラットフォーム等の活用、関係部署と

情報共有することで、更なる連携に向

けて進めていく。

・事業者を対象に南部丘陵の持つ緑

地の価値や魅力を発信する取り組みを

検討する。

公園

緑地

整備

課

南区

緑

の

活

動

を

支

援

し

ま

す

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

31

SNS等

を活用

した情

報発信

と連携

〇ホーム

ページや広

報活動等

による、緑

の市民活

動や企業の

CSR活動

の発信

＜事業概要＞

　ホームページ等や堺市緑化祭等における広報活動により、緑の保全や緑化に

取り組む市民活動や企業のCSR活動を発信し、緑の普及啓発を行う。

＜取組実績＞

　R4：必要に応じて適宜、ホームページ等に情報発信を行った。

＜事業目標＞

　ホームページ・SNSでの継続的な発信を行うことで緑の保全・都市緑化の啓

発につなげる。

・ホームページや堺市緑化祭等における広報活

動により、緑の保全や緑化に取り組む市民活

動、企業のCSR活動を発信し、緑の普及啓発

を行った。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・緑の保全や緑化に取り組む市民活

動や企業のCSR活動を発信すること

で、新たな企業等との連携につなげる。

【課題に対する対応】　

・新たな緑の保全や緑化に取り組む市

民活動や企業のCSR活動を把握し、

ホームページやSNS等で適宜、情報発

信を行う。

公園

緑地

整備

課

全区

4-2

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

4

SNS等を活用した

情報発信と連携は、

緑のまちづくり活動

を活性化させ、地域

振興に貢献します。

人材、モノ、資金を

持つ事業者と連携

することで、緑の活

動が広がります。
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

32

基金事

業の充

実と財

源の確

保

○堺市はな

みどり基金

の活用

＜事業概要＞

　堺市はなみどり基金を活用し、緑の保全・都市緑化の活動を推進する。

＜取組実績＞

　R4：堺市はなみどり基金を活用して、各種活動に対して必要な支援を行っ

た。

＜事業目標＞

　基金の適切な活用により緑の保全・都市緑化の活動を推進する。

・堺市はなみどり基金を活用し、花のボランティア

活動やみどり活動支援等の緑の保全・都市緑

化の活動を推進した。

〇花のボランティア活動

　会員数：460 人 育苗数：153,547 株

〇みどり活動支援

　64 校区97団体へ資材支援

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・堺市はなみどり基金を活用した市民

緑化活動に参加した団体数は横ばい

である。

【課題に対する対応】　

・活動団体のニーズを把握し、支援内

容を充実させることで、活動地の拡大

やさらに活動を活発化させるために堺

市はなみどり基金を適切に充当する。

公園

緑地

整備

課

全区

緑

を

支

え

る

仕

組

み

を

創

り

ま

す

4-3

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す

4

＜事業概要＞

　・市と大学との共同研究を行う。

　・市による積極的な市民や企業への情報提供、情報共有する。

　・堺の森再生プロジェクトとプロモーション活動を実施する。

　・都市緑化センターや堺自然ふれあいの森にて、緑に関する多様な主体の

　  連携により、施設の活用幅を拡充する。

　・敷地外緑地制度の活用等による、民間団体や市民による自発的な緑地の

    保全・緑化を推進する。

＜取組実績＞

　R4：大学、企業等と連携し適宜森林環境譲与税を活用しながら南部丘陵

の保全に関する啓発活動を行った。

＜事業目標＞

　持続可能な里地里山環境を育み、次代に継承するため、樹林地や農地、た

め池などが一体となった緑豊かな自然環境の保全・活用により、南部丘陵エリア

の緑を育む。

多様な

主体に

よる緑

の都市

形成の

推進

○大学や

市民団体、

民間企業

の多様な主

体が連携・

参画し、緑

のまちづくり

を推進

全区

公園

緑地

整備

課

【課題】

・市民、大学、企業等の多様な担い

手と連携し南部丘陵の保全を行う。

【課題に対する対応】　

・ホームページ等に適宜、情報を発信

し、体験プログラム等を実施するなどプ

ロモーション活動を積極的に行うこと

で、市民、大学、企業等に南部丘陵

の緑を育むことの必要性を訴える。

3　ほぼ

計画どお

りである

・森林環境譲与税を活用するため、堺の森再生

プロジェクトをリニューアルし、学生、企業等と連

携しながら、里山の保全活動や里山の環境に触

れて親しむ体験プログラムとして堺の森活を実施

した。

・南部丘陵の持つ緑地の価値や魅力、保全の

必要性等を広く発信するために、ハーベストの丘

に緑地保全木製看板を設置した。

・堺自然ふれあいの森において、指定管理者と

地域の大学が連携し、大学生を主体とする里山

保全の普及啓発プログラムを試行した。

・工場立地法に係る敷地外緑地制度を活用し

た緑地の維持管理や緑地保全制度等を活用し

た緑地の継続保有への支援等を1件、実施し

た。

□防

■地

□環

□気

□生

□オ

□ウ

33

財源の充実により

緑化活動が活性化

し、人材育成や地

域振興に貢献しま

す。

多様な主体が連携

することで、人材の

育成と発掘、緑のま

ちづくり活動の充実
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令和5年度における堺市緑の基本計画の各取組事業の進捗状況

No. 骨子 SDGs ※1 ※2 ※3 No. 施策

基本

方針
事業 事業概要

施策の

骨子
施策 事業目標

に対する

令和5年

度末の達

成状況

担当

部署

関連

区役所
令和5年度取組実績

施策展開の

方向性との関連

事業の課題及び課題に対する対応策

資料１

【凡例】

※１　グリーンインフラ ※２　気候変動、生物多様性 ※３　新しい生活様式

防：防災・減災 気：気候変動 オ：オープンスペース

地：地域振興 生：生物多様性 ウ：ウォーカブル

環：環境 ■：該当あり　　□：該当なし

4　計画を上回って進めている 2　計画が遅れている
3　ほぼ計画どおりである 1　計画に変更があった

事業目標に対する令和5年度末の達成状況

4

市

民

や

事

業

者

と

と

も

に

緑

の

輪

を

広

げ

ま

す
4-3

緑

を

支

え

る

仕

組

み

を

創

り

ま

す

■防

■地

■環

■気

■生

□オ

□ウ

34

グリーン

インフラ

の取組

の推進

○グリーンイ

ンフラの実

装

＜事業概要＞

　本市でのグリーンインフラ実装に向け、グリーンインフラ官民連携プラットフォーム

での会員活動を通じ、最新の知見や取組事例を整理する。

＜取組実績＞

　R4：グリーンインフラについて情報収集を行った。

＜事業目標＞

　国の補助制度等を活用し、都市公園の整備を行う。

・グリーンインフラ官民連携プラットフォームなどで、

グリーンインフラに関する国の動向や考え方、他

都市での活用事例等について、情報収集した。

3　ほぼ

計画どお

りである

【課題】

・グリーンインフラについては整備方針も

含めて検討段階である。

【課題に対する対応策】

・グリーンインフラ官民連携プラットフォー

ムなどで収集した情報を基に、都市公

園等の整備への活用について検討す

る。

公園

緑地

整備

課

全区
グリーンインフラの取組

の推進は、自然環境

が有する多様な機能

を活用した、持続可

能で魅力あるまちづく

りに貢献します。
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